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第171号（２面）2019年６月28日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





第１４８回（７月）例会　参加費300円


天皇の代替わりと教育を


考える


お話：岩本 努さん（憲法ひろば世話人）


日時：7月28日(日)13:30～


於:あくろすホール





第１４９回（９月）ロングラン例会


　　　　　　　　参加費300円＆懇親会1,000円


選挙後の情勢と課題


お話：高田 健さん


日時：9月14日(土)14:00～


於：たづくり９階研修室





▼辺野古ツアーの企画を





  辺野古には一度応援に行かなければ、と思っているのですが、足手まといになるのでしょうか？　


　ツアー形式で企画していただければ、参加します。


　（布田・河野良彦）





▼これ以上基地はいらない





　沖縄の美しい自然をこわして、これ以上、基地はいらないと思います。日本がこれ以上米軍基地を造る必要はないと思います。


　沖縄に無理矢理基地を造るのは、民意を尊重していないからだと思います。　　（無記名）


 


▼自然破壊は許せない





　沖縄のこと、列島の成り立ちから現在の米軍基地問題まで、よくわかるお話でした。とくに生物の多様性は、列島の成り立ちそのものにあることを知りました。


　また位置としても亜熱帯ということで、その特徴を十分に備えているということでした。米軍と政府の自然破壊はとても許せることではありません。（菊野台・大野哲夫）





▼首相は心が痛まないのか





  「美しい国日本」を守るといつも悪びれることなく演説している安倍首相は、沖縄は日本と思っていないのでしょうか？　


　高江のヘリパッド建設、辺野古の海への土砂投入など、自然破壊をどんどん進め、心が痛まないことが不思議でなりません。やはり諸悪の根源である安倍政権を早く倒したい思いが募ります。（多摩川・加藤由美子）





▼選挙も近い、声を上げて！





　花輪先生のお話をうかがって、歴代自民党政権の不誠実な態度に怒りがこみ上げてきました。新基地建設による辺野古、大浦湾の環境破壊は、相当なものであること、工事の中止、計画の撤回を求めることは当然のことだと思います。


　選挙も近いことですし、声を大にして、この事態を訴えていきたいと思います。（無記名）





自･公委員の思考停止に呆れる傍聴者の前で


総務委員会が｢４つの陳情｣を不採択


調布市議会はこれで良いのか！





　　　　　　陳情者からの投稿





　６月の調布市議会に、市民有志は沖縄に関する「４つの陳情｣提出しました。





　① 沖縄県民投票の結果を尊重し対話による解決を求める意見書提出に関する陳情


　② 土砂投入即時中止・辺野古新基地建設断念の意見書を政府に提出することを求める陳情


　③ 地方自治体における自衛官募集の取り扱いに関する陳情


　④ 米軍基地の負担の軽減と日米地位協定の見直しを求める国に対する意見書の採択を求める陳情





　沖縄の民意に応えよ、辺野古の基地建設は中止せよ、自衛隊を利用する改憲を許すな、日米地位協定を見直せ、というこれら｢４つの陳情｣は、いま、党派を超えた全住民的、全国民的な要求であり、多くの自治体が「政府への意見書」を決議しているものと呼応するものです。主旨説明でもその点を強調し、市民として、市議会としての判断を求めたものです。


　２６日午後１時半～、市議会・総務委員会はこの｢４つの陳情」について審議しました。委員は、委員長＝鈴木宗貴（自民・創政）、副委員長＝清水仁恵（チャレンジ２１）、委員＝雨宮幸男（共産）、大須賀浩裕（自・創）、榊原登志子（社民）、橘正俊（公明）、渡辺進二郎（自・創）の７人です。


　審議では、チャレンジ、共産、社民の各委員がこもごもに陳情への理解を深める意見を述べたのに対し、自民・創生、公明の委員が、これらの問題について強権的な進め方をしている安倍政権に対するあからさまな忖度の姿勢に終始したのが特徴的でした。審議は｢４つの陳情｣を③、①と②を一括、④、という順序で行なわれましたが、いずれも「採択３、不採択３、委員長決済により不採択」という結果になりました。③に関わって、前期市議会では「主旨採択」という意見を出した公明の委員が今回は「不採択」という後退した立場を表明したことも特記しなければなりません。


　調布市民の陳情よりも中央権力の威風に身を任せた委員のみなさんに「調布市は本当にこれで良いのか」と問いたい思いです。政府の政策の枠内に身をすくめて、政権への忖度に終始する思考停止を超えて、市民の願いに沿って、市政の立場とあり方を考える市議会をともにつくって行きたいものです。　（鈴木彰・記）








